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災
害
と
大
学

　

一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
九
月
一
日
の
関
東
大
震
災
で
は
、

本
学
も
多
大
な
被
害
を
こ
う
む
っ
た
。
当
時
の
錦
町
校
舎
は
、

一
七
年
の
失
火
で
全
焼
後
、
翌
年
か
ら
再
築
校
舎
（
本
校
舎
）、

予
科
校
舎
、
図
書
館
、
増
築
校
舎
と
建
築
が
進
め
ら
れ
、
こ
の
年

の
四
月
に
よ
う
や
く
そ
の
全
容
が
整
っ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、

夏
休
み
中
の
学
園
を
襲
っ
た
地
震
と
火
災
は
図
書
館
と
増
築
校
舎

を
残
し
て
他
を
灰
塵
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
二
つ
の
建
物
は
一
七
年
の
火
災
の
教
訓
に
よ
り
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
耐
震
耐
火
造
り
に
し
て
あ
っ
た
た
め
に
災
禍
を
の
が
れ

た
の
で
あ
る
。
付
近
一
帯
の
建
物
も
被
害
を
受
け
、
自
宅
を
消
失

し
た
花
井
卓
蔵
が
図
書
館
の
三
階
で
寝
起
き
す
る
と
い
う
有
様

だ
っ
た
。

　

本
学
の
被
害
金
額
は
、
校
舎
二
棟
、
機
械
器
具
、
出
版
物
、

取
次
販
売
書
籍
な
ど
合
計
二
三
万
四
千
余
円
に
及
ん
だ
。
約

四
、七
〇
〇
人
の
学
生
・
教
職
員
の
う
ち
罹
災
者
は
、
死
亡
者
七

人
（
学
生
）、
火
災
に
あ
っ
た
者
九
四
二
人
、
家
屋
が
倒
壊
し
た

者
四
二
人
で
あ
っ
た
。

　

震
災
の
余
塵
が
く
す
ぶ
る
中
で
学
園
の
再
建
が
始
め
ら
れ
た
。

十
月
末
に
は
二
階
建
て
の
本
校
舎
の
跡
を
平
屋
建
て
に
建
て
直
す

工
事
が
終
わ
り
、
大
学
は
新
聞
で
学
生
に
十
一
月
一
日
か
ら
の
講

義
再
開
を
伝
え
た
。
他
大
学
が
そ
れ
ぞ
れ
他
校
の
校
舎
を
借
用
す

る
な
ど
講
義
の
再
開
に
苦
慮
し
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
手
狭
に
な
っ

た
と
は
い
え
、
は
る
か
に
恵
ま
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　

講
義
の
再
開
に
際
し
て
大
学
は
、
さ
し
あ
た
り
必
要
な
学
用
品

を
大
阪
学
員
会
支
部
理
事
に
託
し
て
購
入
し
、
学
生
控
所
と
し
て

中
庭
に
建
て
た
バ
ラ
ッ
ク
内
で
学
生
に
販
売
し
た
。
当
時
の
新
聞

に
は
、
学
友
会
有
志
が
臨
時
相
談
部
を
設
け
、
本
学
罹
災
学
生
の

宿
舎
、
通
学
、
教
科
書
、
学
用
品
そ
の
他
の
相
談
に
応
じ
る
と
い

う
記
事
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
実
態
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い

が
、
学
員
・
学
生
を
含
め
た
大
学
の
素
早
い
事
態
へ
の
対
応
に
は

注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
ろ
う
。

　

十
一
月
一
日
に
登
校
し
た
学
生
は
馬
場
愿げ
ん

治じ

学
長
事
務
取
扱
の

訓
示
を
受
け
、
同
五
日
か
ら
平
常
通
り
の
講
義
に
参
加
し
た
。
教

室
の
不
足
に
よ
る
合
併
授
業
と
い
う
状
態
も
あ
っ
た
が
、
震
災
後

二
ヵ
月
に
し
て
学
園
は
元
の
活
気
を
取
り
戻
し
た
と
言
え
よ
う
。

　
『
法
学
新
報
』
は
講
義
再
開
後
の
状
況
を
、「
去
る
十
月
末
を

以
て
罹
災
後
の
応
急
工
事
出
来
十
一
月
五
日
よ
り
授
業
を
開
始
す

る
に
至
り
総
て
予

定
の
如
く
進
行
し

十
一
月
一
日
よ
り

検
定
を
継
続
し
た

る
新
入
学
者
も
同

五
日
に
満
員
と
為

り
日
々
の
出
席
学

生
数
は
罹
災
前
に

優
る
盛
況
に
し
て

何
れ
も
熱
心
に
就

学
し
気
勢
一
新
の

有
様
な
り
」
と
伝

え
て
い
る
。

　

十
月
の
段
階
で

半
数
減
の
見
込
み

と
東
京
市
に
報
告
さ
れ
た
本
学
の
学
生
数
も
、
十
二
月
末
の
実
際

の
減
少
数
は
七
四
人
に
と
ど
ま
っ
た
。
日
本
大
学
の
一
、四
五
九

人
、
早
稲
田
大
学
の
一
、二
六
〇
人
と
い
う
大
幅
な
減
少
に
比
較

す
れ
ば
、
不
幸
中
の
幸
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
講
義
再
開
へ
の
動
き
は
、
学
長
岡
野
敬
次
郎
が
震

災
に
よ
る
事
態
の
収
拾
の
た
め
に
文
部
大
臣
に
就
任
す
る
こ
と
を

懇
請
さ
れ
て
学
長
を
退
任
し
、
そ
の
後
を
学
長
事
務
取
扱
と
し
て

馬
場
愿
治
が
引
き
継
ぐ
と
い
う
特
殊
な
状
況
の
も
と
で
行
わ
れ

た
。

　

大
学
令
に
よ
る
真
の
大
学
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
間

も
な
い
本
学
に
と
っ
て
、
関
東
大
震
災
は
大
き
な
試
練
で
あ
っ
た

が
、
学
員
、
教
職
員
、
学
生
の
協
力
に
よ
り
こ
の
試
練
を
乗
り
切

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
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関
東
大
震
災
と
中
央
大
学

罹災後平屋建てに修築された本校舍


